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●水質使用料に関するフロー図

※ 平均の数値
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）及び浮遊物質量（ＳＳ）の数
値
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半期毎に平均の数値（※）を出し、基準を超えた場合、水質検査
の実施（年４回程度）

年間（令和６年４月から令和７年３月まで）の
平均の数値が基準を超えた場合。

令和７年５月に、市から業者に対して説明を行う。

上半期（令和７年４月から令和７年９月まで）
の平均の数値を算出。

基準を超えなかった場合。 基準を超えた場合。

水質使用料は徴収されない。その後は経過
観察となり、年間（４月から翌年３月ま
で）の平均の数値が基準を超えた場合は、

この流れの最初に戻る。

基準を超えた数値をもとに、下半期（令和
７年１０月から令和８年３月まで）に水質

使用料が加算される。

これより後は半期ごとに判断していく。
①半期ごとの平均値が基準を超えた場合は、次の

半期に水質使用料が加算される。
②半期ごとの平均値が基準を超えなかった場合は、

次の半期は水質使用料が加算されない。


